

























































































































































































































































































丸山異男の研究に代表されるこの図式は､ ｢近代｣ - ｢個人主義｣の時代という理解を前提として､日本
の近代思想史の空間にその図式を一律に適用し､すべての思想の可能性と限界をその尺度から把捉しよ
うとするものであった｡その結果､措かれることになったのが､先述の｢近代的な個人主義の形成とそ
の挫折｣という｢物語｣だった｡
これに対し本論文は､その｢物語｣を形成する上で格好の素材とされてきた福沢諭吉､高山樗牛､和辻
哲郎という3人の著名な人物を取り上げ､独自の視点からその思想に詳細な検討を加えることによって､
＼
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前述の図式が成り立ちえないことを論証しようとする｡その一方で､その3人が同時代の日本をどのよ
うに認識し､診断していたのかという視点からそれぞれの思想を分析し､彼らの背景に存在する共通の
問題関心を浮き彫りにしようと試みる｡さらに､各人がその課題にどのように取り組んだかを考察し､
いかなる解答を引き出したかを明らかにすることによって､ ｢個人主義｣の発展という視角では捉えきれ
ない近代日本の思想空間の多様性と豊穣さを明らかにするとともに､それをより実態に即した形で把握
すべく､既存の図式に代わる新たな見離図(｢条件の思想史｣)を提示しようとするのである0
本論文の問題意識は明確であり､スケールも大きい｡近代思想史を再検討するにあたって､論文提出
者の提示した独自の方法論(｢条件の思想史｣)はまだ租さが残っており､今後さらに細部を詰めていくこ
とが必要であるが､本論文にはその未熟さを補って余りある独創的な視点があり､研究への強い熱意を
感じ取ることができる｡
1 -5各章において試みられる､福沢諭吉､高山樗牛､和辻哲郎それぞれの思想分析も重厚であり､個
別の人物論･思想論としてもすぐれた内容をもっている｡とくに高山樗牛に関する詳細な分析は､これ
まで｢自然主義の先頭走者｣という位置付けを与えられてきたそのイメージを覆すだけの迫力を有して
おり､今後樗牛研究史において重要な位置を占めるものとなるであろう｡
以上述べてきたところからも明らかな-ように､本論文の成果が斯学の発展に寄与するところ大なるも
のがあることは疑問の余地がない｡よって､本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十分
な資格を有するものと認められる｡
